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することなく，能く現在に至るまで十分に保存したことは正に精紳文化と科

學文明との繭方面に多大の關心を挑へるものといふべきで，實に會心の至り

である．（絡）

米國物理學會無毒網羅に船けるK文學に溢する酎論會

　去る五月1日から3日までワシントンで開かれた米國物理州庁（American

Physical　Society）の春季総門に於ては，160件以上の研究獲表が爲されて，そ

の中に天文學に乱するものも含まれてみたが，特に本會の華たる討論會の主題

が，下記の通り，殆んど全く天丈學に關するものであったことは，最近の物理

學に於ける重要問題解決の鍵が天鰹現象に存することを示すものとして注目に

値する．

　“恒星の核エネルギ1源”に關する討論會は，3日午後ジ．1ジ・ワシ・；i　Fン

大門ガモウ（Gamow）教授主唱のもとに，國立科二院講堂で開かれた．壁頭ガ

モウ教授は開會回読を行ひ，“恒星の分類”より初めて，“恒星の爆獲”で結ん

だ．…次いで，コ1ネル大回のべ1テ（H．Bethe）は“主列星のエネルギ學”に

就いて述べ，ジ．1ジ・ワシン1・ン大平のテラ（E．Teller）は“赤色互星に於

ける輕元素の反回”について語り，ロチェスタ大學のマ1シャク（R．Marshak）

及びプリンストン二二のクリッチフィルド（C．L．　Critchfield）は“白色倭星の

諸問題”に就いて語った．座長はコロンビヤ大學のペグラム學長で歎町名の嘉

衆が出席し，盛會を極めた．（Phys．　Rev．　Vo1．59（2）No．11）
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